
 

令和元年度 

指定講習会・資格認定のご案内 
 

 

資格名；埋蔵文化財調査士補 
発掘調査現場を統括し、人事管理、安全管理、工程管理を行いながら発掘調査を適切に実

施できる者に与えられる資格です。 

 

１．受験資格 

次の各項のいずれかの者で、次項 ２．に記載の講習を修了した者が受験できます。 

① 学校教育法による大学を卒業し、協会が認める関連分野を専攻した者で、 

発掘調査実務経験を２年以上（２４ヶ月以上）有する者。 

② 学校教育法による大学を卒業した者で、発掘調査実務経験を４年以上有する者。 

③ 前２項以外の者で、４年以上の発掘調査実務経験を有する者。 

   
 

２．指定講習会（受験には受講が必須となります） 

（１）講習の日程と会場 

【日程】 令和元年７月２６日（金）～７月２８日（日）  

１２：１５受付開始 

 

７月２６日（金） １２時３０分～１７時５０分 

※オリエンテーション + ３教科 

７月２７日（土） ９時３０分～１６時４０分（昼休み５０分） 

※４教科 

７月２８日（日） ９時３０分～１２時４０分 

※２教科 

※時間は変更する場合がありますので、ご注意ください。 

 

 



【会場】 東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 連合会館 

TEL：03-3253-1771（代） 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）修了証書の交付 

講習を修了した方には、修了証書を交付します。 

後日、認定試験に必要となりますので、大切に保管の上、ご持参願います。   

講習修了書は発効日から起算して３年間有効となり、有効期間中は講習会を無

料で受けることができます。 

 
 

３．試験の日程と会場 

【日程】 令和元年８月３１日（土） 

 

【会場】 未定（東京） ※受験票送付の際にお知らせいたします。 

また、６月上旬に HP でお知らせいたします。 

 

４．試験の方法 

【アクセス】 

●東京メトロ千代田線 

「新御茶ノ水駅」 Ｂ３出口（徒歩 0 分）  

●東京メトロ丸ノ内線 

「淡路町駅」 Ｂ３出口 ※（Ｂ３出口まで徒

歩 5 分）                     

●都営地下鉄新宿線 

「小川町駅」 Ｂ３出口 ※（Ｂ３出口まで徒

歩 3 分）                     

●丸ノ内線／新宿線をご利用の方は地下

道を通り、千代田線方面へ ※B3a・B3b

出口は、違う方向へ出ますのでご注意く

ださい。                    

●JR 中央線・総武線 

「御茶ノ水駅」 聖橋口（徒歩 5 分） 



筆記試験を行います。 

択一式問題が５０問（１５０点）、記述式問題が２問（５０点）です。 

５．認定試験の申込要領 

（１）申込書類 

申込期間：令和元年５月３１日（金）から６月２９日（土） 

以下の必要書類を協会宛へご郵送ください。 

 

必要書類 注意事項 

① 埋蔵文化財調査士補受験申込書（様式１） 協会ホームページの「申込みフォーム」よ

り、作成してください。 

② 認定試験受験票（様式２）及び（様式３）  

③ 発掘調査実務経歴書（様式４） ・実務経歴は、新しいものから記載してくだ

さい。 

・「期間」は発掘調査の現場期間だけでは

なく、準備や整理作業など埋蔵文化財発

掘調査に関わる全ての期間が含まれま

す。 

※期間を重複して記載する例がみられま

すが、重複は認められません。 

・大学卒業者の場合は、大学（学部）卒業

後の実務経歴を記入して下さい。 

※学部在学中の経歴は認められません。

修士課程と博士課程での経歴は認めら

れます。 

・経歴が数枚にわたる場合は必ず総合計

年数を一番上の用紙に記入してください。

⑤ 受験者経歴書（様式７） 資格・免許の欄には、埋蔵文化財に関す

るものを記入してください。 

⑥ 返信用封筒  

（角2（Ａ４）サイズ、１４０円切手貼付）  

表面にあて先、住所、氏名を明記してくだ

さい。  

⑦ 写真２枚 

（縦３．０ｃｍ、横２．５ｃｍ、脱帽、上半身、 

６ヶ月以内に撮影したもの） 

裏面に名前を記入してください。 

※２枚のうち、１枚は「埋蔵文化財調査士

受験申込書（様式１）」に、もう１枚は「検定

試験受験票（様式２）」に貼付してください。

⑧ 講習修了証書（発効日から3年以内）の写し 調査士補の再受験の場合のみ必要です。

 ※書類が複数枚になる場合は、クリップをお使いください（ホチキス止めはしないでください）。 



（２） 申込書類の作成方法 

申込書類は、協会のホームページの「資格認定試験の申し込みについて」のページ       

の手順に従って作成を行ってください。 

 

① 「受験申込フォーム」にて、受験者情報など各項目を入力することで、申込書類の

「埋蔵文化財調査士受験申込書（様式１）」と「検定試験受験票（様式２）及び、 

（様式３）」が自動入力され作成されます。 

記入内容を確認してプリントアウトし、写真を添付してください。 

 

② 「発掘調査実務経歴書（様式４）」と「受験者経歴書（様式７）」の書類は、協会ホー

ムページの「試験申込み方法」のページよりダウンロードして、入力か手書きで記

入して作成してください。 

 

③ 再受験される方は、「講習終了証」のコピーを同封して送付ください。 

 

【 記載上の注意 】  

① 記入にあたっては、自筆の場合は、黒又は青インクのペン又はボールペンを用い、

必ず 楷書で記入して下さい。特に人名については、字を崩したりせず正確に記入

して下さい。 

なお、パソコン等による記入でも差し支えありません。 

 

② 提出書類に不備（記入漏れ、誤記等）又は偽りがあった場合には、失格となること

がありますので、必ず受験者本人が記入し、提出の際には記入漏れのないよう、

再度チェックしてください。 

            

③ 用紙が足りない場合は、コピーして使用してください。 

           

④ 提出する全書類のコピーを取り、最終合格発表まで必ず保管しておいて下さい（後

日、記載事項について確認する場合があります）。その他、記入に関する詳細は、

協会事務局までお問合せください。 

 

 

【 お問合せ先 】 公益社団法人日本文化財保護協会 事務局 

〈Ｕ Ｒ Ｌ〉http://www.n-bunkazaihogo.jp/ 

〈E-MAIL〉info@n-bunkazaihogo.jp 

〈Ｔ Ｅ Ｌ〉０３－６２０６－２１９０ 

〈所在地〉〒１０３－０００６ 

東京都中央区日本橋富沢町１０－１３-３０１ 



（３） 受験手数料等及び納入方法 

① 受験手数料等 
 

埋蔵文化財調査士補 会 員 非 会 員 

受 講 料 

テ キ ス ト 代 

受 験 料 

 ５０，０００ 円 

  １２，０００ 円 

１５，０００ 円 

６０，０００ 円 

 １２，０００ 円 

２５，０００ 円 

合   計 ７７，０００ 円 ９７，０００ 円 

 

〈注〉 

 １．受験手数料及びテキスト代には、消費税を含んでおります。 

２．交通費、宿泊費は含まれておりません。 

３．宿泊場所は各自でご用意下さい。 

４．調査士補再受験の方は受験料のみ納入ください。 

５．再受験の場合は受験料のみ必要となります。 

 

② 受験手数料等の納入方法 
 

振込の際は、必ず受験者の個人名で下記のいずれかの口座に振込み、 

「振込領収書」等のコピーを「埋蔵文化財調査士受験申込書（様式１）」の裏面に 

貼付してください。 

 

所属先で複数人まとめて振込む場合は、社名と士・士補の各人数（氏名）のリストを 

事務局メール宛（info@n-bunkazaihogo.jp）へご送信のうえ、人数分の申請書等をまと

めてご送付ください。 

※振込みに要する手数料は、受講者の負担といたします。 

 

【銀行振込】 

銀行：三菱ＵＦＪ銀行 

支店：市ヶ谷支店（店番０１４） 

口座番号：普通預金００７９６２７ 

口座名義：公益社団法人日本文化財保護協会 

フリガナ：シャ）ニホンブンカザイホゴキョウカイ 

 
【郵便振替】 

記号：１０１６０ 

番号：９９０４１３３１ 

口座名義：公益社団法人日本文化財保護協会 

フリガナ：シャ）ニホンブンカザイホゴキョウカイ 

 



③ 現金等による受験手数料の納付は受け付けません。 

 

④ 受験手数料は、受験票送付以降、理由の如何を問わず返還いたしません。 

 

 

（４） 受講・受験の諸注意 

① 講習と試験当日は必ず「認定試験受験票（様式３）」を持参してください。 

なお、７月１０日までに「認定試験受験票（様式３）」が届かない場合は、日本文化財保

護協会事務局へお問い合わせ下さい。 

 

② 試験実施時に会場への持込みが可能なものは、筆記用具（鉛筆又はシャープペンシ

ル、消しゴム、定規）のみとし、辞書や携帯電話等の持込みは禁止します。 

 

③ 試験実施日及び集合時間は、「認定試験受験票（様式３）」に記入いたします。 

お手元に届き次第確認し、試験当日は遅刻しないようお願いします。 

 

④ 埋蔵文化財調査士補の講習会初日は１２時３０分にお集まり下さい。（オリエンテーショ

ンを行います。）遅刻をしないようにお願いします。 

 

⑤ 講習用テキストは、当日配布します。 

 

 

（５） 合否の結果通知 

試験の合否の結果通知は、１０月上旬の予定です。 

 

 

（６） 資格の登録 

① 試験の合格者が「埋蔵文化財調査士補」となるには、協会が定める登録規程に従い、

所定の登録料を納付し、資格毎の登録台帳に氏名、生年月日やその他の理事長が定

める事項の登録を受けなければなりません。 

② 登録者に対し、登録証と資格者カードを交付します。 

③ 登録の有効期限は合格の日から１年間とします。 

④ 登録の更新に際しては、埋蔵文化財調査に関する知識及び能力を維持するための



CPD（継続教育）として、協会で定める講習等を受け、ポイントを取得する必要があり

ます。 

⑤ 「埋蔵文化財調査士補」は、登録を受けた事項に変更があったときは、手数料を添え

て登録事項変更申請書を理事長に提出しなければなりません。 

 

 

（７） 個人情報の取り扱いについて 

① 日本文化財保護協会は、受験者のプライバシーを尊重します。 

② 日本文化財保護協会は、受験申し込みの際には、試験業務の遂行上必要な事項とし

て、氏名、生年月日、住所等の個人情報を収集します。これらの情報は、試験結果の

通知、資格者の登録、登録更新等に利用し、それ以外の目的では使用しません。 

③ 申し込みの際にご提出いただいた申込書の内容を外部に意図的に公開したり提供す

ることはありません。 

④ 外部からの個人情報の公開、提供の依頼があっても、当協会はその要請を拒否し、申

込者のプライバシー保護を遵守します。ただし、法令により個人情報を開示しなければ

ならないときは、開示する場合があります。 

⑤ 申込者の情報及びそれに付随する情報を確実に管理し、データーの流出を防止してい

ます。 

 


